
岩手県田野畑村 ＆ 早稲田大学
地域連携ワークショップ 2018

̃「道の駅たのはた」誘客大作戦！！̃

地域連携ワークショップとは

地域活性化への挑戦！ーー地域が実際に直面している地域課題について、学部も学年も様々の学生がチームを作り、地域

でフィールドワークを⾏い、地域でのアクティビティを体験し、⾃治体関係者や地域住⺠と一緒に課題解決を練り上げ、最終的

に報告会にて⾃治体や住⺠に提案する、実践型のワークショップです。

地域の魅⼒を知る、地域課題を深く考える、学部を横断した仲間と協働する、貴重な機会になります！

テーマ

東⽇本⼤震災の復興道路として⻘森県⼋⼾市から宮城県仙台市までをつなぐ三陸沿岸道路の整備が急ピッチで進められ

ています。この道路の整備に伴い、「道の駅たのはた」は平成 32 年度までに移転が必要となっています。

岩⼿県沿岸部唯⼀の⾃動⾞専⽤道路の整備により、救急医療施設への搬送時間短縮や物流効率化による産業の復

興などの効果が期待されますが、一方で、田野畑村に⽴ち寄る⾃動⾞が⼤きく減少する、いわゆる「素通り」が懸念されており、

移転リニューアルした「道の駅たのはた」の活用によって村に誘客をはかることが、観光産業を基幹産業のひとつとする田野畑村

が抱える大きな課題となっています。

今回は、平成 32 年度完成を⽬指して移転リニューアルの検討を進める「道の駅たのはた」とその周辺施設を活用した、田

野畑村への誘客に向けた具体的なアイデアを提案してください。

田野畑村の魅⼒

田野畑村は岩⼿県沿岸北部に⽴地する臨海型の

山村です。海産物だけでなく、酪農が盛んで乳製品が

特産品として自慢です。沿岸部には財団法人日本交

通公社による観光資源評価で特 A 級の評価を受けた

景勝地「北⼭崎」をはじめとした絶景が広がり、また、現

役の漁師がガイドを努める「サッパ船アドベンチャーズ」な

どの体験型観光も盛んな村です。

移転リニューアルを予定している「道の駅たのはた」
の移転後の誘客に向けた具体的なアイデアを提案して
ください。



募集概要

募 集 期 間 2018 年 6 月 11 日（月）10：00〜6 月 25 日（月）17：00 [期間厳守]

募 集 対 象 早稲⽥⼤学に所属する正規学部⽣・⼤学院⽣（修⼠課程）（学部、専攻、学年問わず）

活 動 期 間 2018 年 7 月 5 日（木）〜2018 年 9 月 10 日（月）

応 募 条 件 全ての日程への参加が可能なこと

募 集 人 数 5 名程度

応 募 方 法

選 考 方 法

以下の手順もしくは右の QR コードのリンク先から申請してください。

① MyWASEDA にログイン

② お知らせ一覧から「地域連携ワークショップ 2018」を検索

③ 「地域連携ワークショップ 2018 応募フォーム」から「申請」をクリック

④ 必要事項（志望理由 400字程度）を⼊⼒して申請

選 考 方 法 書類選考。結果通知は、2018年6月28日（木）17:00までにWasedaメールにて通知します。

注 意 事 項

① 当ワークショップは⼀般授業とは扱いが異なります。成績評価・単位認定等はありません。

② 活動地は早稲田キャンパスおよび岩手県田野畑村内となります。

③ 参加に掛かる費用（交通費・食費等）は参加者による実費負担です。ただし、田野畑村から

当ワークショップに係る交通費、現地活動費（食費を除く）の補助があります。詳しくはオ

リエンテーションの際に説明します。また宿泊場所は村施設をご提供いただくため、宿泊費

（光熱水費等実費を除く）は無料です。

④ 宿泊先 田野畑自然大学校

https://www.vill.tanohata.iwate.jp/kankou/stay/shizendaigakko.html

⑤ 募集要項に記載されている日程以外にも、自主的にミーティングやグループワークを実施す

る機会が多く、期間中はこのワークショップの活動が中心となりますので、スケジュール管

理はくれぐれも注意してください。

⑥ ワークショップ実施日と重複する集中科目等を欠席した場合、公欠扱いとはなりません。

⑦ 選考結果に関する問い合わせにはお答えしません。

問 合 せ 先 教務部教育連携課 メールアドレス：rbso@list.waseda.jp

申請フォーム URL



ワークショップスケジュール

予 定 日 程 内 容

①
オリエンテーション

＠早稲田キャンパス

7 月 5 日（木）

14：00-17：00 を

予定

 チーム顔合わせ

 自治体担当者からの説明

 課題説明

 スケジュール確認、宿泊先、移動方法等

 事前調査課題の説明

② 事前調査期間
7 月 6 日（⾦）〜

8 月 6 日（月）

 事前調査を⾏い、課題に対する仮説を⽴てる

 必要に応じ、大学キャンパスにてグループワーク

③

フィールドワーク①

（現地調査）

＠田野畑村

8 月 7 日（火）〜

8 月 12 日（日）

5 泊 6 日

※ 8/10（⾦）午

後・11 日（土）

は地元観光イベ

ントに参加

※ 8/12（日）は移

動日

 田野畑村にてフィールドワーク（現地調査）

 視察場所は以下を予定

田野畑村の観光スポット

道の駅たのはた

たのはた食堂

観光関係のキーマンからのヒアリング（NPO 体験村

たのはた・ネットワークほか）

 仮説に対して実際に現地調査を⾏い検証

④ 提案の作成
8 月 13 日（月）〜

9 月 6 日（木）

 大学キャンパスにてグループワーク

 チームごとに提案内容の検討

⑤
中間報告会

＠早稲田キャンパス

フィールドワーク②

の 1 週間前あたり
 提案内容の中間報告

⑥

フィールドワーク②

（現地調査・報告会）

＠田野畑村

9 月 7 日（⾦）〜

9 月 10 日（月）

3 泊 4 日

 提案内容の検証

 提案のブラッシュアップ

 最終日に報告会

⑦

報告会

＠田野畑村

アズビィ楽習センター

9 月 10 日（月）  ⾃治体関係者、地域住⺠等を前に提案発表


